
Kansai University Examples of resolving community issues Kansai University Examples of resolving community issues

堺市教育研究論文推進事業

連携にいたる経緯
　明治18年に発足した『堺市教育会』は、1949年から2004年まで55年にわたり小・中・高等学校教員を対象に教育研究論文を募集して
きた。この事業は諸事情により中断していたが、2017年から関西大学と堺市との地域連携事業として復活。大学教員による専門的な研究
指導や研修会、論文審査を通して堺市の先生方の教育成果発表の場の提供、意欲喚起、教育実践力向上にも貢献している。

活動内容
　本事業は、堺市教員を対象に教育研究論文を募集し、教育実践研修の実施をとおして教員の育成等を行うものである。教育実践研修会で
は、本学部教授等を招聘し、専門的な見地からの指導により、教員の力量向上を図るとともに、大学と学校現場との連携の在り方を検討する。
集まった研究論文に関しては、事業代表者をはじめとした元校長等による審査を行い、指導・講評そして表彰を実施し、最後に論文文集を作成・
配布している。

『実践に基づく教育論文の書き方講座』
・教育研究論文の書き方についての講演（研究に向けての課題意識、研究方法、結果の考察等）
・講演内容についての質疑応答

『堺市教育研究論文報告会』
・堺市教育研究論文受賞者の発表　・最優秀論文の研究報告

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
堺市教育委員会事務局学校教育部学校指導課/堺市教育会

■ 活動地域
大阪府堺市

■ 活動期間
2017年度～継続中

■ 活動資金
堺市と関西大学との地域連携事業

DATADATA

■ 人間健康学部 教授

村川治彦
Haruhiko Murakawa

　東 京 大学文学部（宗教学宗教 史学科）を卒業 後、米国に留学しCalifornia Institute of 
Integral Studiesで東西の身体技法と比較思想を学ぶ。博士論文で取り上げた「気」の研究を
きっかけに、言語による体験の深化に関心をもつ。キルケゴールの「人生は振り返らなければ理解
できないが、前を向かなければ進んで行かない」をモットーに、日常の様々な実践活動で経験した
ことを言語化し、反省し、共有するプロセスを教育活動に取り入れる試みを続けている。

教 員 紹 介

1 堺市教員の指導力及び見識の向上
2 優れた教育実践を全市で共有し、豊かな心・健やかな体の育成、そして
自ら学び、学んだことを社会で生かす幅広い学力の向上

1 論文の書き方について、研究方法など理論を踏まえた講演を
実施したことにより、参加した教員は理論と実践とを往還す
ることが大切であると認識することができた

2 2018年度、幼小の各校種から提出された4件の論文は全て、
幼児児童と向き合う中で課題意識をもち、実践を積み重ねて
作成されたものであり、全市で共有するのにふさわしい論文
が集まった

3 仮説検証型の論文だけでなく、意欲的な実践が具体的かつ
丁寧に記述されるようになった。先生方自身の力づけとなり、
今後の教育実践をより良きものとする意欲を掻き立てることに
繋がった

1 よりよい教育研究論文にするため、教員が研究
方法や論文の書き方などを理解する必要がある。
今後も大学教授による講演会を実施し、広く参加
を呼びかけていく

2 実践研究を行い、論文執筆を進めるためには、
執筆の過程において助言者が必要となるため、
執筆者の支援策を考える必要がある

3 各学校園に配布している論文集を活用し、論文の
書き方講座、論文報告会への参加者、論文応募者、
論文提出者の増加を目指す

教育

体験学習メソッドを使った対人援助専門職の研修

連携にいたる経緯
　2013年から教育研究高度化促進費の助成を受け、本学堺キャンパスにあるPA（プロジェクト
アドベンチャー）施設を使った関大型体験学習メソッドを開発し、大阪府の教員研修や近隣の
福祉機関への研修を実施してきた。また、2016年から本学学生向けにこのメソッドを導入した
ことで学生のファシリテーション能力が向上し、外部の対人援助職を対象とした研修にも関わる
ことができるようになった。

活動内容
　本学人間健康学部の「スポーツと健康コース」に所属する学生がファシリテーターとなって、堺市
の社会福祉法人、大阪府・市の教員、対人援助機関を中心に、PA施設を使用した研修を提供し
ている。
　特別養護老人ホーム「ハートピア堺」では、担当部署や経験年数に応じたテーマを設定し、学
生・教員が意見をすり合わせながらプログラムを策定。こうした研修は、人材育成会社が提供す
る高度な社員研修にも匹敵する質を備え、なおかつ学生が触媒的役割を果たすことで参加者の
気づきを促すという、おそらく世界でもほとんど例がない実践となっている。
　また、堺区協和町で「にしのこまんぷく食堂」を運営する「ぷくしょくサポーターズ」と堺市教育セ
ンターでは、それぞれ普段活動している子どもたちや学生ボランティアも参加し、より現場に近い
状況下での研修を提供。こちらもユニークかつ新しい試みであり、今後の展開が期待される。
　堺市立福田小学校にて実施した心肺蘇生法およびAEDの講習会では、体験学習の経験を積ん
だ学生にグループワークのファシリテーションを行わせた。

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
ハートピア堺/NPO法人み・らいず/堺市の福祉教育関係団体

■ 活動地域
大阪府堺市

■ 活動期間
2013年度～継続中

■ 活動資金
堺市と関西大学との地域連携事業（2018年度～）

DATADATA

■ 人間健康学部 教授

灘英世
Hideyo Nada

　灘ゼミでは教職志望の学生と共
に「理想の体育科教師像」を追い
求めている。
〈資格〉日本赤十字社救急法指導員
〈自称〉現役のトライアスリート

■ 人間健康学部 准教授

谷所慶
Kei Tanisho

　専門はトレーニング科学および
スポーツコーチング。対象はアス
リートのみならず、子どもの体力
づくりから成人の生涯スポーツ、
そしてマスターズスポーツまで、
スポーツや遊びが心身に及ぼす
影響について研究している。

教 員 紹 介

1 地域の対人援助職の研修に寄与すること
2 学生のファシリテーション能力の向上

1 堺市内の各種専門職者に対して、関大型体験学習法の考え方やベーシックな
メソッドを伝えることができた

2 学生たちにとってファシリテーションを経験することができる貴重な機会となり、
そのうち数名の学生は専門家に匹敵するスキルを身につけることができた

3 専門職者とのふれあいを通して、学生たちは自らの進路に対する視野を
一気に広げることができた

1 体験学習に用いることができる教室の不足を
解消し、より多くの学生や地域の専門職者に
研修の機会を提供する

2 体験学習方法が、実際にどのように現場で
活かされているかフィードバックをもらいな
がら、継続的に支援する体制を構築していく

　村川ゼミでは、社会の多様な
人々と交流しながら地域に貢献
する活動を通して、スポーツ等で
培ってきた経験を、社会にでて
様々な分野で活躍できる実践知へ
と一般化していく。

■ 人間健康学部 教授

村川治彦
Haruhiko Murakawa

■ 人間健康学部 教授

安田忠典
Tadanori Yasuda

　人間健康学部では、レクリエー
ション、ファシリテーション等のト
レーニングをしている明るくユーモ
アあふれる学生たちが実際の経験
の場を求めており、そんな若い力を
求めている現場とコラボが可能。

人材育成 教育
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